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病態治療論 ２ がんの手術療法と放射線療法 

平成 22 年 小林正伸 

 

１．がんの三大治療法 

  １）外科手術  局所療法 

     内視鏡治療 

     腹腔鏡下手術 

     縮小手術 

     標準手術 

     拡大手術 

     減量手術や姑息手術 

    これらはがんの病期分類によって選択される。 

   ２）放射線治療  局所療法 

   ３）化学療法  全身療法 

Q 1 : 胃癌を例に縮小手術、標準手術、拡大手術の定義は？ 

Q 2 : 胃の粘膜下層までの早期胃がんでリンパ節転移なしの場合に選択すべき手術法は？ 

   内視鏡手術の適応に当たるか？ 
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２．がんの手術治療の選択 

  １）病期別 

 

がんの進行度合い（病期）によって治療法の選択が決まる。 

  ２）根治度による予後の相違 

 

   

  ３）がん手術療法の特徴 
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Q : 癌の手術方法はどのように選択するのか？ 
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  ４）手術療法の選択・根治性と安全性のバランス 

    

  ５）がんの手術療法の変遷 

    

 ３．がんの内視鏡治療 

  １）内視鏡治療法の適応 
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  ２）内視鏡治療の方法 

    

  ３）内視鏡治療の実際 
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 ４．腹腔鏡下手術 

  １）腹腔鏡下手術の適応 

    

  ２）腹腔鏡下手術の方法 

    

  ３）胃癌の腹腔鏡下手術の日本における増加 
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  ４）腹腔鏡下手術の副作用 

    

 

Q : がんの減量手術とは何か？ 

  癌の姑息手術とは何か？ 
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 ５．がんの減量手術や姑息手術 

  １）意義 

   根治手術が望めない晩期症例に行う手術は非治癒手術と呼ばれる。 

非治癒手術：減量手術（reduction surgery） 

         緩和手術（姑息手術：palliative surgery） 

減量手術は肝転移や腹膜転移などの非治癒因子を有し，かつ，出血，狭窄，疼痛など腫瘍による

症状のない症例に対して行われる胃切除術のことであり，明らかなエビデンスはないものの胃切

除によって腫瘍量を減らし，症状の出現や死亡までの時間を延長するのが目的である。 

緩和手術は切除不能の転移巣は存在するが，出血，狭窄，低栄養などの切迫した症状を改善する

ために行う手術のことである。 

  ２）胃癌の減量手術 

    

 

  ３）胃癌減量手術の効果 
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  ４）胃癌の姑息手術 

    

  ５）胃癌の姑息手術の効果 

    

   

  スライドにてステント挿入や消化管狭窄に対する姑息手術を示す。 

Q ; 食道癌を例に術後のフォローアップの注意点は何か？ 
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８．手術後の follow up 

  １）食道がんの follow up 

    

  ２）他臓器重複癌の発生 

    

 
 
１．放射線治療の基礎 
 １）基礎 
Q:放射線のみで癌を治すことは可能か？ 
 Yes or No？ 
  根拠は？ 
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 つまり、放射線は量さえ増加すればすべての細胞を殺すことは可能である。しかしながら、同時に正

常細胞も殺されてしまう。したがって、正常細胞を殺さない線量で効果の出る癌のみが対象となる（昔

の考え方）。 
 ２）放射線治療の方法 
  （１）外部照射 
  （２）内部照射 

   

 ３）細胞周期と放射線治療 
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 ４）動物細胞の放射線感受性を決定する因子 
  ・細胞分裂の頻度の高いものは感受性が高い。 
  ・将来行うはずの細胞分裂の回数の多いものほど感受性が高い。 
  ・形態および機能が未分化なものほど感受性が高い。 
Q : 放射線感受性の高い臓器はどれか（2 つ以上）？  
    放射線感受性の低い臓器はどれか（2 つ以上）？  
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５）正常組織の放射線感受性 

   
 ６）腫瘍細胞の放射線感受性 

   
 ７）放射線治療の効果を決める要因 

   
 ８）腫瘍組織の酸素濃度 
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 ９）酸素濃度と放射線感受性 

   
２．放射線感受性の高い癌 
 １）喉頭がん 

   
 ２）乳癌 
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  乳房温存術後の放射線治療 

    
   乳房温存術後の放射線治療の実際 

     
  
３．放射線化学療法 
 １）上咽頭癌 
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 ２）食道癌 

   

   
４．放射線治療（機器）の進歩 
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 １）PET-CTシュミレーション 

   
 ２）定位放射線治療 

   
 
 ３）強度変調放射線治療 
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